
Check！大
綱
質
疑

３
月
定
例
会
で
は
４
会
派
が

大
綱
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

施
政
方
針

下
田
地
域
で
小
学
校
の
統
合
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。今
後
の
学
校
統
合
に
つ
い
て

伺
う
。令

和
９
年
度
を
め
ど
に
改
め
て
未
来
の

学
校
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。そ
の
際
は
、市
内
各
地
区
の

小
学
校
の
在
り
方
、中
学
校
区
の
在
り
方
も

検
討
が
必
要
。

三
条
市
立
大
学
、統
合
さ
れ
る
県
央
工

業
高
校
と
三
条
商
業
高
校
に
つ
い
て
所

見
を
伺
う
。

市
立
大
学
と
新
た
に
設
置
さ
れ
る
県
立

産
業
高
校
の
特
色
は
合
致
し
て
お
り
、

市
と
し
て
も
十
分
協
力
す
る
。

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
水
道
料
金
の
基

本
料
金
の
み
減
免
が
行
わ
れ
る
。多
人

数
世
帯
ほ
ど
１
人
当
た
り
の
支
援
額
が
少
な

く
、不
公
平
で
は
な
い
か
。見
解
を
伺
う
。

事
務
経
費
が
極
め
て
安
価
で
あ
り
、市

民
に
最
大
限
還
元
で
き
る
。他
の
施
策

も
含
め
、優
先
順
位
を
鑑
み
て
決
定
し
た
。

ふ
る
さ
と
三
条
応
援
寄
附
金
に
つ
い

て
、財
政
上
依
拠
す
る
リ
ス
ク
と
令
和

８
年
度
の
見
込
み
額
を
伺
う
。

制
度
改
正
等
で
経
常
的
な
事
業
の
維

持
、継
続
が
困
難
に
な
る
な
ど
、大
き
な

影
響
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
り
、行
財
政
改
革
に

取
り
組
む
。令
和
８
年
度
は
35
億
円
と
想
定
。

人
づ
く
り
に
力
点
を
置
い
た
こ
と
に
つ

い
て
、市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め

の
人
材
、人
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
言
及

し
た
理
由
は
何
か
。

三
条
市
を
さ
ら
に
選
び
た
く
な
る
ま
ち

に
す
る
た
め
に
は
、市
民
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
が
重
要
。水
害
や
震

災
を
は
じ
め
と
し
た
万
が
一
の
災
害
へ
の
備

え
は
も
ち
ろ
ん
、大
雪
や
鳥
獣
に
よ
る
被
害
へ

の
対
策
な
ど
、い
ざ
と
い
う
と
き
に
地
域
を

守
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
人
を
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
う
し
た
人
づ
く
り
に
も

取
り
組
み
た
い
と
の
思
い
か
ら
言
及
し
た
。

下
田
地
域
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

の
検
証
に
つ
い
て
、費
用
負
担
は
ど
う

す
る
の
か
。

事
業
費
約
１
４
３
８
万
円
の
う
ち
、医

療
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
へ
の
委
託
料

が
約
１
１
８
３
万
円
、オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
モ

デ
ル
事
業
を
行
う
た
め
に
必
要
な
医
療
器
具

等
の
購
入
費
用
が
約
２
５
５
万
円
で
、財
源

は
全
額
、国
の
交
付
金
の
活
用
を
予
定
し
て

い
る
。

国
道
２
８
９
号
八
十
里
越
に
つ
い
て
、

北
関
東
圏
に
お
け
る
三
条
市
の
知
名
度

は
発
展
途
上
と
あ
る
が
、ど
の
よ
う
な
情
報

で
判
断
し
た
の
か
。

昨
年
、新
潟
県
か
ら
の
働
き
掛
け
を
受

け
、近
隣
市
町
村
と
広
域
的
に
連
携
し
、

８
月
に
埼
玉
県
越
谷
市
の
商
業
施
設
、９
月

に
栃
木
県
茂
木
町
の
道
の
駅
に
お
い
て
、

八
十
里
越
開
通
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

自
治
体
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
た
。現
地
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、来
客
と
の

対
話
を
通
じ
、寺
泊
や
長
岡
と
い
っ
た
近
隣

地
域
の
知
名
度
の
高
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
一
方
、当
市
の
認
知
度
は
い
ま
だ
途
上
に
あ

る
と
認
識
し
た
。開
通
後
は
、単
な
る
通
過
点

と
な
る
こ
と
を
防
ぎ
、誘
客
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
に
、戦
略
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

強
化
が
肝
要
で
あ
る
。

八
十
里
越
を
象
徴
す
る
５
号
橋
梁
で
の

バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て
、実
施
の

時
期
や
期
間
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
。

工
事
区
間
の
利
用
を
伴
う
た
め
、２
日

間
に
限
定
。時
期
は
、春
か
ら
夏
に
か
け

て
の
予
定
。

猿
被
害
対
策
で
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
首
輪
に
よ
る

群
れ
の
位
置
を
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
と
あ
る
が
、機
器
の
台
数
や
活
用

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
首
輪
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

そ
の
位
置
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ

り
、地
域
に
よ
る
追
い
払
い
な
ど
に
活
用
で

き
る
。令
和
８
年
度
は
、４
台
程
度
の
導
入
を

考
え
て
い
る
。

議第1号

令
和
８
年
度

三
条
市
一
般
会
計
予
算

財
政
調
整
基
金
残
高
は
、令
和
８
年
度

で
約
13
億
円
減
少
し
、年
度
末
に
は
約

１
１
１
億
円
と
な
る
見
込
み
だ
。過
去
に
は

残
高
20
億
円
以
上
を
確
保
す
る
と
し
て
き
た

が
、近
年
は
１
０
０
億
円
前
後
で
推
移
し
て

い
る
。高
額
で
推
移
し
て
い
る
要
因
は
何
か
。

ふ
る
さ
と
三
条
応
援
寄
附
金
の
増
加
に

伴
い
、基
金
残
高
が
増
加
し
た
。長
期
化

す
る
物
価
高
騰
な
ど
を
見
据
え
た
慎
重
な
財

政
運
営
が
必
要
だ
と
捉
え
、経
常
的
な
事
業

へ
の
財
源
投
入
を
慎
重
に
行
っ
た
こ
と
が
基

金
残
高
の
減
少
を
抑
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

加
え
て
、近
年
の
国
の
交
付
税
の
追
加
交
付

や
想
定
を
上
回
る
譲
与
税
、交
付
金
等
の
増

加
も
影
響
し
て
い
る
。

２
款
総
務
費
の
公
共
交
通
体
系
の
整
備

で
、地
域
公
共
交
通
協
議
会
負
担
金
が

令
和
７
年
度
よ
り
約
４
０
０
万
円
減
額
さ
れ

て
い
る
。生
活
交
通
確
保
対
策
運
行
費
補
助

金
も
約
５
０
０
万
円
の
減
額
だ
。公
共
交
通

に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
る
中
、減

額
と
な
っ
た
要
因
は
何
か
。

地
域
公
共
交
通
協
議
会
負
担
金
は
、デ

マ
ン
ド
交
通
ひ
め
さ
ゆ
り
の
運
行
経
費
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結

果区分 番 号 件 名 概 要 審査した
委員会 9 7 3 2 1

予

算

議第29号 令和７年度三条市一般会計
補正予算

令和７年度の過疎対策事業債について追加配分を受けることが可能とされたこ
とを受け、有利な財源を確実に活用するため、令和８年度の過疎対策事業債活用
予定事業の一部を前倒しして実施することに伴い、必要な予算措置を行うもの
補正額          1,500万円
補正後の額 	 615億9,025万1,000円

総務文教
常任委員会
経済建設
常任委員会

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第30号 令和８年度三条市一般会計
補正予算

令和７年度の過疎対策事業債について追加配分を受けることが可能とされたこ
とを受け、有利な財源を確実に活用するため、令和８年度の過疎対策事業債活用
予定事業の一部を前倒しし令和７年度予算に改めて計上することに伴い、必要
な予算措置を行うもの
補正額 	  △1,500万円
補正後の額 	 538億7,000万円

総務文教
常任委員会
経済建設
常任委員会

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第31号 令和７年度三条市一般会計
補正予算

令和７年度の地域未来交付金について追加配分を受けることが可能とされたこ
とを受け、有利な財源を確実に活用するため、令和８年度の地域未来交付金活用
予定事業の一部を前倒しして実施することに伴い、必要な予算措置を行うもの
補正額  	  4,574万1,000円
補正後の額 	 616億3,599万2,000円

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第32号 令和８年度三条市一般会計
補正予算

令和７年度の地域未来交付金について追加配分を受けることが可能とされたこ
とを受け、有利な財源を確実に活用するため、令和８年度の地域未来交付金活用
予定事業の一部を前倒しし令和７年度予算に改めて計上することに伴い、必要
な予算措置を行うもの
補正額 	   △4,574万1,000円
補正後の額 	 538億2,425万9,000円

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

報

告

報第１号
専決処分報告について

（令和７年度三条市一般会
計補正予算）

国の経済対策により措置された交付金等を活用して行う、生活困窮世帯や子育
て世帯への支援に要する経費について、必要な予算措置を行ったもの
補正額 2億8,389万6,000円
補正後の額 	 567億8,053万9,000円
専決処分日   令和８年１月14日

総務文教
常任委員会
市民福祉
常任委員会

○ ○ ○ ○ ○ 承認

報第２号
専決処分報告について

（令和７年度三条市一般会
計補正予算）

衆議院の解散に伴い行われる衆議院議員総選挙に係る準備および投開票事務
に要する経費について、必要な予算措置を行ったもの
補正額 4,512万3,000円
補正後の額 568億2,566万2,000円
専決処分日   令和８年１月23日

総務文教
常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 承認

報第３号
専決処分報告について

（令和７年度三条市一般会
計補正予算）

今冬の降雪に伴い不足が見込まれる除排雪経費について、必要な予算措置を
行ったもの
補正額  6億5,554万4,000円
補正後の額	 574億8,120万6,000円
専決処分日   令和７年２月13日

総務文教
常任委員会
経済建設
常任委員会

○ ○ ○ ○ ○ 承認

〔議員発案〕

規

則
議員発案 

第１号
三条市議会会議規則の一
部改正について

会議録等の配布について、ペーパーレス化を可能とするため、必要な改正を行う
もの
施行期日：公布の日

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

会 派 所 属 議 員 ※○：会派の代表者

清 風 会

○西川重則 山田富義
岡田竜一 酒井 健
馬場博文 白鳥 賢
岡本康佑 西村邦明
竹山嘉一

自 由 ク ラ ブ
○阿部銀次郎 佐藤和雄
武石栄二 森山 昭
野嵜久雄 藤家貴之
内山信一

日本共産党議員団 ○小林 誠 坂井良永
武藤元美

公 明 党 議 員 団 ○燕 幸男 笹川信子

無 所 属 長橋一弘

本会議最終日（採決）本会議最終日（採決）

本会議最終日（提案説明）本会議最終日（提案説
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